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迫る！！１２月６日（日）  
保阪正康さんの講演 12.6 講演集会 

秘密保護法制定からの２年を問う 

秘密法と戦争法がつくる「準戦時体制」とは何か  
■と き １２月６日(日）１３時４５分～１６時３０分 （１３時１５分開場） 

■ところ 千駄ヶ谷区民会館２階ホール（ 東京都渋谷区神宮前１-1-10） 
      交通：ＪＲ山手線 原宿駅(竹下口)より徒歩約６分 

 地下鉄千代田線 明治神宮前駅(２番出口)より徒歩約８分 

■開会挨拶 海渡雄一さん（「秘密保護法」廃止へ！実行委員会 弁護士） 

■講 演 保阪 正康さん（ノンフィクション作家・日本近現代史研究者 ）  

    「秘密保護法制定からの 2年を問う 秘密法と戦争法がつくる『準戦時体制』とは何か」 

■質 疑 

■特別アピール 藤田 早苗さん（エセックス大学人権センターフェロー） 

   「国際社会からみた日本の表現の自由」 

■発 言 新崎盛吾さん（新聞労連委員長） 

     筑紫建彦さん （戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会） 

     宮崎俊郎さん（共通番号いらないネット） 

 岸田  郁さん（盗聴法廃止ネット） 

■閉会挨拶 

■参加費 ７００円 

■主 催 「秘密保護法」廃止へ！実行委員会  

■連絡先  新聞労連 jnpwu@mxk.mesh.ne.jp／平和フォーラム 03-5289-8222／ ５・３憲法集会実

行委員会（憲法会議 03-3261-9007・許すな！憲法改 悪・市民連絡会 03-3221- 4668）

／秘密法に反対する学者・研究者連絡 会 article21ys@tbp.t-com.ne.jp／秘密法反対ネ

ット(盗聴法に反対する 市民連絡会 090-2669-4219・日本国民救援会 03-5842-5842) 

 

秘密保護法制定から２年になります。安倍政権は、秘密法制定に続き、平和を求める圧倒的な声

を無視し、戦争法の成立を強行しました。 

 秘密法と戦争法が連動し、「戦争は秘密、嘘からはじまる」時代が到来しようとしています。こ

うした事態に、長い間、政治的な主義主張は掲げないとしてきた保阪正康さんは戦争関連法に対し、

強い危機感を抱き、反対の立場を鮮明にしました。近代史研究家の保阪さんをお招きし、安倍政権

とはどういう政権なのか、また、私たちはどう対応すべきなのか、お話していただきます。ぜひ、

ご参加ください。＜実行委員会＞ 

【チラシ別掲】 

 

 
２０１５年１２月３日（木） 

第５７９号 本号３㌻ 

（12・6 保阪さん講演集会チラ

シ含む） 
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戦争法廃止 2000 万人統一署名 

１２月８日 長野駅前で署名スタート集会   長野 
 長野県では、今年６月７日の長野県集会実行委員会から発展してきた実行委員会事務局＝憲法９

条を守る県民過半数署名をすすめる会、戦争をさせない１０００人委員会・信州、県護憲連合、県

憲法会議、県労組会議、県労連の６団体が中心になり、総がかり実行委員会が提起した２０００万

人署名をすすめる受け皿的組織・「推進する会」を１１月１８日に立ち上げました。新たな名称の

組織を作る訳ではなく、６団体が事務局となり連絡を取り合いながら署名を進めていくことと、署

名用紙の「取扱団体」の部分に６団体名と長野県実行委員会を刷り込むことを決めています。そし

て１２月８日には長野駅前でスタート集会を行い、マスコミなどにも声をかけて世論を広げたいと

考えています。 

当日は、脱原発などをとりくむ「やだネット長野」やママの会、レッドアクションのコンサート

とデモもあり、幅広い人たちによるスタート集会になるよう企画調整中です。 

憲法会議や県労連などでは、署名目標を５０万人として、今後地域での推進組織などをつくって

全県に広げることにしています。大北（大町、北安曇）九条の会では署名を持って地域に入るとり

くみも進められています。 

また沖縄に連帯して、「翁長知事の辺野古新基地建設取り消しを支持し、沖縄に連帯する長野県

民の集い」を１２月２６日に開きます。 

 


